

































































△`9 ≡ .<9- Em.･n∝αJY,α≫ 1のとき｡








入力ノイズ 1α 2 α一号(lnα)喜
2.最適温度の存在について｡
･出力ノイズの場合



































FL番目の例題 小弟 に対する生徒の出力吋 ま､
qsp-Bs((qL'p)),J,'p-sgn(hts,p),hl,～≡(a'[･wF)/ノ房･
ここで､BS((ql/～))は､生徒の出力を特徴づけるBooleanfunction｡
3.2.モデルとその結果
レプリカ法を用いて､鞍点方程式を求め､Rを計算することにより､汎化誤差が求まる｡
w t,w sは､共に連続とし､ノイズは､出力ノイズと入力ノイズを扱う｡また､RS解のみを考える｡
更に､Bt=Bs-Bとし､permutationsymmetryを仮定する｡
結果
△<9 の漸近形
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